
20102010年年33月期決算および月期決算および20102010年年33月期決算および月期決算および

新中期経営計画説明会新中期経営計画説明会新中期経営計画説明会新中期経営計画説明会

2010年5月12日

代表取締役社長 山下 正弘



目 次

■2010年3月期決算の概況

■中期経営計画（2005～2009年度）

「キョ リンMIC ’09計画」の総括「キョーリンMIC-’09計画」の総括

■新中期経営計画（2010～2015年度）■新中期経営計画（2010～2015年度）

「HOPE 100 －ステージ1－」について

1



2010年3月期 決算概観（連結）

単位：億円

09年3月期 10年3月期 対前年増減 前年同期比

売上高 909 998 ＋89 9.8%増

営業利益 90 133 ＋43 48.1%増

経常利益 92 142 ＋50 54.6%増

当期純利益 20 88 ＋68 334 3%増当期純利益 20 88 ＋68 334.3%増
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2010年3月期 売上高の増減（連結）

09年3月期 10年3月期 対前年増減 主要製品売上

単位：億円

単位：億円

売上高合計 909 998 ＋89

◆新医薬品 757 824 ＋67

09年3月期 10年3月期 対前年増減

キプレス 252 292 ＋40
◆新医薬品

○国内

○海外

757
719

38

824
798

26

＋67
＋79
▲12

ムコダイン 206 209 ＋3

◆後発医薬品 63 86 ＋23

◆ヘルスケア 77 72 ▲5

ペンタサ 157 194 ＋37

ウリトス 20 37 ＋17

◆その他 12 16 ＋4

売上高増減のポイント

【国内新医薬品】 ＋79億円 ・主要製品が好調に推移

【海外新医薬品】 ▲12億円 ・ガチフロキサシン点眼、ActivXの売上が減少等
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【後発医薬品】 ＋ 23億円 ・08年度・09年度の追補品及び、重点商品の売上増加

・キョーリン リメディオ決算期の変更（連結対象期間：14ヶ月）



2010年3月期 損益の概要（連結）

単位：億円 09年3月期 10年3月期 対前年増減

売上高 909 998 ＋89 82億円増 13億円増

対前年増減

売上原価 368 375 ＋7
販売費及び一般管理費 451 490 ＋39

R&D費 105 118 ＋13

26億円増

43億円増

R&D費

R&D費
を除く
販管費R&D費 105 118 ＋13

R&D費を除く販管費 346 372 ＋26
営業利益 90 133 ＋43

営業
利益

43億円増
粗利

販管費

経常利益 92 142 ＋50
当期純利益 20 88 ＋68

営業利益は43億円増加

年間配当 （中間 期末 ）予定

○営業利益は43億円増加

ポイント

年間配当：50円（中間10円、期末40円）予定

○営業利益は43億円増加
・売上総利益は82億円増加

売上高が89億円増加したが、売上原価額は7億円の増加にとどまった（ペンタサの自社製造、原価率の

低いウリトスの売上増などにより売上原価率が2 9ポイント改善し 37 6%となった）
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低いウリトスの売上増などにより売上原価率が2.9ポイント改善し、37.6%となった）。

・販売費及び一般管理費は日清キョーリン製薬の統合等により39億円増加

R&D費は13億円、R&D費を除く販管費は26億円増加（ R&D費を除く販管費率は0.8ﾎﾟｲﾝﾄ減）。



主な子会社の業績

杏林製薬 2009年3月期 2010年3月期 2011年3月期（予想）

単位：億円

売上高 780 853 873
営業利益 85 131 123
当期純利益 40 95 84

キョーリン リメディオ 2009年1月期 2010年3月期 ※２ 2011年3月期（予想）

売上高 74 101 89

当期純利益 40 95 84

営業利益 ▲4 4 2
当期純利益 ▲6 4 1

ドクタープログラム 2009年3月期 ※１ 2010年3月期 2011年3月期（予想）

売上高 41 33 37
営業利益 1 ▲1 2営業利益 1 ▲1 2
当期純利益 1 ▲1 2

※１：ドクタープログラムの2009年3月期業績は決算期変更に伴い14ヶ月分を計上
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※１：ドクタ プログラムの2009年3月期業績は決算期変更に伴い14ヶ月分を計上

※２：キョーリン リメディオの2010年3月期業績は決算期変更に伴い14ヶ月分を計上



2011年3月期 業績予想（連結）

2010年3月期

（実績）

2011年3月期

（予想）
対前年増減

10年3月期
（実績）

11年3月期
（予想）

対前年増減

主要製品売上予想
単位：億円

単位：億円

売上高合計 998 1,003 ＋5
◆医薬品事業 910 919 ＋9
◆ヘルスケア事業他 87 83 ▲4

（実績） （予想）

キプレス 292 314 ＋22

ムコダイン 209 214 ＋5
営業利益 133 127 ▲6
経常利益 142 134 ▲8
当期純利益 88 85 ▲3

ムコダイン 209 214 ＋5

ペンタサ 194 201 ＋7

ウリトス 37 51 ＋14当期純利益 88 85 ▲3

【売上高】

売上高・営業利益増減のポイント

ウリトス 37 51 ＋14

【売上高】

◆医薬品事業 国内新医薬品 ＋27億円 ・薬価改定（6%台）を上回る主要製品の伸長を見込む

海外新医薬品 ▲ 8億円 ・ガチフロキサシン点眼の売上減

後発医薬品 ▲10億円 ・キョーリン リメディオ決算期変更の影響（09年度は連結対象期間：14ヶ月）後発医薬品 ▲10億円 キョ リン リメディオ決算期変更の影響（09年度は連結対象期間：14ヶ月）

◆ヘルスケア事業他 ・杏文堂の決算期変更の影響（09年度は連結対象期間：13ヶ月）

【営業利益】 ・売上原価率の低減に取り組み、売上総利益は増加を予想（売上原価率：約1ポイント低下）
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・R&D費は118億円から134億円と16億円増加

〔KRP-108の開発推進、KRP-209（Neramexane）の臨床試験開始等〕

・R&D費を除く販管費率はほぼ横ばいを予想



中期経営計画（2005～2009年度）

「キョーリンMIC-’09計画」の総括
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キョーリンMIC-’09計画 －概要－

＜目指す企業像＞

「グローバルな創薬ビジネスをコアとし、

＜基本戦略＞

グ な創薬 ジ を ア 、
信頼をベースとした特色ある複合ヘルスケア企業」

１．グローバル創薬企業としてのポジショニングの確立

① グローバル創薬システム確立（後期開発品の創製）① グ ル創薬シ テ 確 （後期開発品 創製）

② アライアンスの積極的な展開

２．創薬投資を支える医薬事業の競争力強化

① 国内営業基盤の競争力強化

② 新薬ウリトスの収益の最大化

③ M&Aを含めたアライアンス戦略の推進（FC3科の製品導入、提携）
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３．医薬事業に次ぐ将来を担う新規事業の構築

ＦＣ：フランチャイズ・カスタマーの略



5年間の主な動き

グループの動き 製品の動き

・東洋ファルマー子会社化（05.5） ・ウリトスをLGLS社（韓国）へ導出（05.10）

2005年度 ・ドクタープログラム子会社化（05.6）

・持株会社体制へ移行（06.3）

・KRP-203をノバルティス社へ導出（06.2）

2006年度
・テクイン販売中止（06.6）

・ラピッドテスタを第一化学薬品から導入 （06 9）ラピッドテスタを第 化学薬品から導入 （06.9）

2007年度

・HES事業をFK社へ譲渡（07.4）

・ウリトス 新発売（07.6）

・キプレス細粒4mg 新発売（07.10）2007年度
・Milton CP 新発売（08.1）

・ペンタサ 小児適応取得（08.2）

・キプレス 成人アレルギー性鼻炎 効能追加（08.1）

・杏林製薬と日清キョーリン製薬合併（08 10） ・キプレス錠5mg 新発売（08 4）

2008年度

杏林製薬と日清キョ リン製薬合併（08.10） キプレス錠5mg 新発売（08.4）

・KRP-108をスカイファーマ社から導入（08.4）

・ペンタサ錠500mg 新発売（08.10）

・ペンタサ錠 UC活動期4g投与取得 （08.12）

・ウリトスをSPIMACO社（中東・北アフリカ13カ国）へ導出(09 2）・ウリトスをSPIMACO社（中東・北アフリカ13カ国）へ導出(09.2）

＊ガチフロ錠販売中止（08.9）

2009年度

・ガチフロキサシン点眼を千寿（中国）へ導出（09.7）

・ウリトスをエーザイ（中国・アセアン諸国・インド・スリランカ）へ導出（09.9）
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・KRP-209をメルツ社から導入（09.11）



結果と評価

MIC-’09目標
MIC-’09結果

（09年度）
MIC-’09入口

（04年度）（09年度） （04年度）

ROE 7% 8.8% 2.2%

連結売上高（目安） 1,000億円 998億円 663億円

後期開発品（自社創製） 年 品目
2品目

後期開発品（自社創製） 年1品目
2品目

（KRP-204肥満、KRP-104）

○ROE は計画を上回るなど、業績面では概ね目標を達成

評価

○グローバル創薬システム確立及び新規事業の構築では課題を残す
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キョーリン製薬グループ 新中期経営計画

HOPE 100 －ステージ1－
（2010～2015年度）

11



位置づけと構成

企 業 理 念

長期ビジョン「HOPE 100（2010～2023年度）」

新中期経営計画

事業戦略（S）

「HOPE 100 －ステージ１－（2010～2015年度）」

事業戦略（ ）

Strategy
成果目標（P）

組織化戦略（O）

成果目標（ ）

Performance
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Organization



キョーリン製薬グループ 長期ビジョン

創業100周年を見据えたグループの未来像

【Statement】
キ 製薬グ プ 事業を多核的 さ

創業100周年を見据えたグル プの未来像

キョーリン製薬グループは、ヘルスケア事業を多核的に展開・発展させ、

2023年には社内外が認める健全な健康生活応援企業へと進化します

「HOPE 100」
Aim for Health Of People and our Enterprises
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新中期経営計画「HOPE 100 －ステージ1－」

事業戦略（S）

Strategy
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事業戦略（Strategy ）

マルチ・コア戦略（MC戦略）

－ 医薬品事業を中核とするヘルスケア事業の多核化 －医薬品事業を中核とする ルスケア事業の多核化

薬 事 事

ファーマ・コンプレックス・モデル

医薬品事業 ヘルスケア事業

（PCモデル）

既存事業の育成と新規事業の創出

複合的な事業展開

（新薬群、先発品群、後発品群）
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ファーマ・コンプレックス・モデル（PCモデル）

複合的な事業展開により、医薬品事業の持続成長を目指す

新薬群：
キプレス、ウリトスの普及の最大化に加え、KRP-108の上市とKRP-104の導出を目指す

先発品群：
LCMにより重点品目（ムコダイン、ペンタサ）の 価値の向上とライフサイクルの延長を図る

後発品群：

キョーリン製薬グループ内での連携強化、外部とのアライアンス推進により拡大する

LCM：ライフサイクルマネジメントの略
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【新薬群】 キプレス

・1日1回、経口投与、眠気が少ない
・成人・小児の喘息に加え、効能追加したアレルギー性鼻炎（通年性、季節性）での処方拡大

■目標売上高 400億円以上■ 2015年度の需要予測（社内）

400億円

喘息 アレ ギ 性鼻炎

（億円）

292億円
喘息

（LT拮抗剤）

1,000億円

アレルギｰ性鼻炎

（LT拮抗剤の潜在需要）

2,0002,000億円以上億円以上, 億円 ,, 億円以億円以

LT拮抗剤市場LT拮抗剤市場
シェア約30％
（2010年3月末）
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（予想）



【新薬群】 ウリトス

・1日2回、夜間頻尿、安全性、用量調節
・OD錠の上市（2010年度中）
・過活動膀胱（OAB）患者さんの顕在化過活動膀胱（OAB）患者さんの顕在化

年 年

■ウリトス目標売上高 100億円以上■ 2015年度の抗コリン剤の需要予測（社内）

（億円）

2009年 2015年

抗コリン剤投薬患者数 120万人 240万人
（億円）

1,000億円

550億円
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【新薬群】 KRP-108（Flutiform）

・（開発状況）2012年度申請、2014年度の上市を目指す
・ベストな“ICS（フルチカゾン）とLABA（ホルモテロール）“の組み合せ
・最適なデバイス・最適なデバイス

（市場状況） 配合剤（ ICS・LABA）市場は急速に拡大中

600 

700 

800 （億円）

300 

400 

500 

0 

100 

200 

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 20092001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

吸入ステロイド 長時間作用型β刺激剤 配合剤
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ベストインクラスの配合剤として、主要製品に育つことを期待



新薬群の売上高目標

（億円）
キプレス、ウリトス、KRP-108の合計

（予想）
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PCモデルの展開 －先発品群－C デルの展開 先発品群
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【先発品群】 ムコダイン

・ムコダインは1981年の発売以来、計画的、継続的なLCMを展開

・これまでの要望（利便性、適応症等）を踏まえて、更に改良した製剤（ムコダインDS50%）を発売予定（5月）

（億円）

PEACE Study
LANCET掲載

DS50% 新発売LCM：ライフサイクルマネジメントの略

01年 DS発売

94年 K10発売

88年 滲出性中耳炎追加
慢性副鼻腔炎追加

96年 500mg錠発売

87年 シロ プ5%発売87年 シロップ5%発売
細粒発売

81年 250mg錠発売
シロップ2%発売

出典：社内実績
年度



【先発品群】 ムコダイン

・新剤型（DS50%）の普及（小児から成人まで）の最大化

・慢性疾患への処方拡大（ PEACE Studyほか）

（億円）
■目標売上高 240億円以上

209 億円

240 億円

209 億円
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（予想）



【先発品群】 ペンタサ

【 LCMと潰瘍性大腸炎に対する基準処方の確立 】

・500mg錠の採用促進と、活動期4g処方の普及

寛解導 寛解維持療 注 併 療 普・寛解導入・寛解維持療法における注腸併用療法の普及

・1日1回投与の普及（治験中）～コンプライアンスと寛解維持効果の向上

（億円）

190億円

■ 2015年度の市場動向（社内） ■目標売上高 190億円以上

190億円193億円
メサラジン製剤としては、
年率5%以上の成長を予測

競合品（同一成分）の上市による競合品（同 成分）の上市による
競争の激化
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（予想）



先発品群の売上高目標

（億円）
ムコダイン、ペンタサ、他の合計

（予想）
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PCモデルの展開 －後発品群－PCモデルの展開 －後発品群－
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【後発品群】

・キョーリン リメディオの卸店販売ルート（物流）をキョーリン製薬へ統合

グループ内での連携強化、外部とのアライアンスの推進

・ 追補品目の拡大（40成分以上／6年）

・最適な生産体制の構築

・原価率の低減（60%以下）・原価率の低減（60%以下）

・バイオ後続品への取り組み検討

（億円）
■目標売上高 200億円程度
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（予想）



PCモデルに基づく医薬品事業活動のイメージ

PCモデル

呼

新薬群F C
（ﾌﾗﾝﾁｬｲｽﾞ・ｶｽﾀﾏｰ）

戦略

先発品群 後発品群耳

泌

卸店販売ル ト（物流）の一体化共通

戦略
他

卸店販売ルート（物流）の一体化共通
プラットフォーム 生産体制の最適化の検討

環境変化に応じて臨機応変な戦略を展開する
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環境変化に応じて臨機応変な戦略を展開する
（キョーリン製薬とキョーリン リメディオの機能再編を含む）



医薬品事業の売上高目標（まとめ）

（億円）

910億円

1,200億円

■後発品群

■先発品群

910億円 ■後発品群

■先発品群
ムコダイン
ペンタサ ほか

■新薬群
キプレス
ウリトス
KRP-108
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（予想）



パイプラインの充実（新薬群）

HOPE100－ステージ3－
2020～2023年度

HOPE100－ステージ1－
2010～2015年度

HOPE100－ステージ2－
2016～2019年度

AS-3201
（糖尿病合併症治療薬）

世界的なオリジナル新薬
の創製

既存品のLCM

KRP-108
（喘息治療薬）

KRP-209
（耳鳴治療薬）

KRP-104
（糖尿病治療薬）

KRP-203
（免疫調整剤）

KRP-110
（便秘、

難治性掻痒治療剤）

抗菌薬

導入品の獲得・アライアンスの推進を目指す

抗菌薬
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ヘルスケア事業ルスケア事業
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ヘルスケア事業

ヘルスケア事業の多核化を通じ、
医薬品事業のリスク補完とグル プの持続成長を図る医薬品事業のリスク補完とグループの持続成長を図る

スキンケア事業スキンケア事業：

収益事業化と成長促進（含むアジア市場展開）

ミルトン事業他ミルトン事業他：

ミルトンブランドを活用した新たな事業展開

新規事業の創出新規事業の創出：

企業理念を具現化し将来の核と期待される新規事業の創出を目指す

新規事業のターゲット領域
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医療用医薬品の周辺市場 コンシューマ市場



ヘルスケア事業の目標売上高

（億円）

200億円

■新規事業

87億円

■既存事業
・スキンケア事業
ミルトン事業他・ミルトン事業他

（予想）
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（予想）



新中期経営計画「HOPE 100 －ステージ1 － 」

組織化戦略（O）

Organization
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組織化戦略

「事業は人にあり」（創業の精神） 人を中心に据えた経営

グループ各社の社員が働きがいNo.1と実感できる企業グル プ各社の社員が働きがいNo.1と実感できる企業
社員が誇りを持ち、信頼し、結束して働ける企業

・人材マネジメント（採用、育成、評価、昇進、配置、報酬、福利厚生）の再構築
・コミュニケーションの活性化 など

社員一人ひとりが持てる力を発揮 共通の目標に向かって力を結集
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人と組織を活性化し、成果の具現に真摯に取り組む



御 柱
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新中期経営計画「HOPE 100 －ステージ1－」

成果目標（P）

Performance
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成果目標

経営指標経営指標 目標値目標値経営指標 結果

2009年度 2015年度

経営指標経営指標 目標値目標値

連結売上高
医薬品事業

1,400億円
1 200億円

経営指標 結果

連結売上高
医薬品事業

998億円
910億円 医薬品事業

HC事業
1,200億円

200億円
医薬品事業
HC事業

910億円
87億円

営業利益 200億円営業利益 133億円

HC：ヘルスケアの略
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投資と株主還元について

成長のための投資、事業継続のための投資、株主還元をバランスよく実施し、
経営基盤の強化を図ります

成長投資株主還元

配当性向：30%を目処

成長投資株主還元
導入品の獲得
新規事業への投資新規事業 の投資

事業継続投資

通常の設備投資
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通常の設備投資
内部留保（リスク対応及び企業年金、健保への資金準備など）



参考資料参考資料
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損益計算書の概要：連結－①

（単位：百万円）

０９年３月期 １０年３月期

＜適応範囲及び持分法の適用について＞
連結子会社７社：杏林製薬（株） （株)杏文堂

キョーリン リメディオ（株）
ドクタープログラム（株） Kyorin USA,Inc.
Kyorin Europe GmbH ActivX Biosciences,Inc.

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ９０，８８９ 100.0% ９９，７６４ 100.0% 9.8% ８，８７４

新医薬品 ７５，６９０ 83.3% ８２，３９５ 82.6% 8.9% ６，７０５

＜当期のポイント＞ 対前年

■ 売 上 高 ９９,７６４百万円 （＋８,８７４百万円）

●国内新医薬品 ７９ ７６６百万円 （＋７ ８３１百万円）

持分法適用会社１社：日本理化学薬品（株)

国内 ７１，９３５ 79.1% ７９，７６６ 80.0% 10.9% ７，８３１

海外 ３，７５５ 4.1% ２，６２９ 2.6% ▲30.0% ▲１，１２６

後発医薬品 ６，２６４ 6.9% ８，６４２ 8.7% 37.9% ２，３７７

●国内新医薬品 ７９,７６６百万円 （＋７,８３１百万円）

０９.３実績 １０.３実績（億円）

・キプレス ２５２ → ２９２（＋４０）

・ペンタサ １５７ →  １９４（＋３７）

・ムコダイン ２０６ → ２０９（＋ ３）後発医薬品 ， ， ，

ヘルスケア ７，７２５ 8.5% ７，１５７ 7.2% ▲7.4% ▲５６８

その他 １，２０８ 1.3% １，５６９ 1.6% 29.9% ３６０

・ムコダイン ２０６ →  ２０９（＋ ３）

・ウリトス ２０ →    ３７（＋１７）

●海外新医薬品 ２,６２９百万円 （▲１,１２６百万円）

・ガチフロキサシン ２５ → ２２（▲ ３）ガチフロキサシン ２５ → ２２（▲ ３）

＊ザイマー ＄101MM⇒＄98MM ロイヤルティ収入の減少

（為替変動の影響等）

ＡｃｔｉｖＸ社の売上減少等

●後発医薬品 ８,６４２百万円 （＋２,３７７百万円）

＊追補品・重点商品等による売上増加

＊決算期の変更：連結対象期間１４ヵ月

●ヘルスケア ７,１５７百万円 （▲ ５６８百万円）

・ミルトン １８ → １９（＋ １）
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・ﾄﾞｸﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ社 ４１ → ３３（▲ ８）

＊決算期の変更：前年の連結対象期間１４ヵ月

●その他 １,５６９百万円 （＋ ３６０百万円）



損益計算書の概要：連結－②
（単位：百万円）

＜当期のポイント＞ 対前年

０９年３月期 １０年３月期

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ９０，８８９ 100.0% ９９，７６４ 100.0% 9.8% ８，８７４

売上原価 ３６，７９１ 40.5% ３７，４７７ 37.6% 1.9% ６８６

売上総利益 ５４，０９８ 59.5% ６２，２８７ 62.4% 15.1% ８，１８８

◆原価率

低下要因：ペンタサ自社製造に伴い低下

（40.5%⇒37.6%）：前年比2.9ポイント低下

， ，

販売費及び

一般管理費

（うち研究費）

４５，１４６

(１０，５３１)

49.7%

11.6%

４９，０２５

(１１，８０７)

49.1%

11.8%

8.6% 

(12.1%)

３，８７８

（１，２７５）

営業利益 ８ ９５２ 9 8% １３ ２６１ 13 3% 48 1% ４ ３０９

◆研究開発費率：前年比0.2ポイント上昇

＊105億円⇒118億円（約13億円上昇）
（11.6%⇒11.8%）

◆販管費率（除R&D費）：前年比0 8ポイント低下営業利益 ８，９５２ 9.8% １３，２６１ 13.3% 48.1% ４，３０９

営業外収益

営業外費用
８０７

５５０

0.9%

0.6%

１，０９２

１２０

1.1%

0.1%

35.4%

▲78.2%

２８５

▲４３０

経常利益 ９，２０８ 10.1% １４，２３４ 14.3% 54.6% ５，０２６

（38.1%⇒37.3%）

◆販管費率（除R&D費）：前年比0.8ポイント低下

日清キョーリン製薬の統合などにより販管費(除R&D費）は
増加したものの、売上増加により販管費率（除R&D）は
0 8ポイント低下

＊346億円⇒372億円（約26億円増加）

経常利益 ９，２０８ 10.1% １４，２３４ 14.3% ，

特別利益

特別損失
２０３

４，５６４

0.2%

5.0%

４９

３０１

0.0%

0.3%

▲76.0%

▲93.4%

▲１５４

▲４，２６３

税金等調整前 ４，８４７ 5.3% １３，９８２ 14.0% 188.5% ９１３４

■営業利益

■当期純利益

◆営業利益率は13.3%と3.5ポイント上昇

133億円

88億円

0.8ポイント低下

当期純利益

法人税・住民税

及び事業税
２，７２７ 3.0% ５，５１８ 5.5% 102.3% ２，７９０

法人税等調整額 ８２ 0 1% ▲３８５ ▲0 4% － ▲４６７

■当期純利益

■配当

88億円

50円00銭
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法人税等調整額 ８２ 0.1% ▲３８５ ▲0.4% ▲４６７

当期純利益 ２，０３７ 2.2% ８，８４８ 8.9% 334.3% ６，８１１



貸借対照表の概要：連結

（単位：百万円）

＜当期のポイント＞０９年３月期 １０年３月期

実 績 構成比 実 績 構成比 前期末増減

■流動資産： １５，９２０百万円増
・現金、預金の増加 （7,970百万円増）

・受取手形、売掛金の増加 （1,244百万円増）

・棚卸資産の増加 （3,686百万円増）

流動資産 ７５，１４０ 60.3% ９１，０６０ 66.4% １５，９２０

現金および預金
受取手形及び売掛金
有価証券
棚卸資産

１２，２２３
３５，６１５

３，５００
１８ １８７

２０，１９３
３６，８５９

５，３５３
２１ ８７４

■固定資産： ３，２８２百万円減
・有形固定資産の減少 （1,296百万円減）

・無形固定資産の減少 （ 608百万円減）

・投資その他の減少 （1 378百万円減）

棚卸資産
その他流動資産

１８，１８７
５，６１３

２１，８７４
６，７７９

固定資産 ４９，４１２ 39.7% ４６，１２９ 33.6% ▲３，２８２

有形固定資産
無形固定資産

１７，１２２
１ ６３２

１５，８２５
１ ０２４ 投資その他の減少 （1,378百万円減）

■ 流動負債： ４，４８３百万円増

・支払手形及び買掛金の増加（1,600百万円増）

無形固定資産
投資その他

１，６３２
３０，６５７

１，０２４
２９，２７８

資産合計 １２４，５５２ 100.0% １３７，１９０ 100.0% １２，６３７

流動負債 ２１ ７１５ 17 4% ２６ １９８ 19 1% ４ ４８３
・その他流動負債の増加 （2,883百万円増）

■ 固定負債： ２５６百万円減

流動負債 ２１，７１５ 17.4% ２６，１９８ 19.1% ４，４８３

支払手形及び買掛金
その他流動負債

８，２５８
１３，４５６

９，８５８
１６，３４０

固定負債 ６，３３６ 5.1% ６，０７９ 4.4% ▲２５６

負債合計負債合計 ２８，０５１ 22.5% ３２，２７８ 23.5% ４，２２７

株主資本 ９７，５１３ 78.3% １０４，９０７ 76.5% ７，３９４

評価・換算差額等 ▲１，０１２ ▲0.8% ３ 0.0% １，０１５

純資産合計 ９６，５０１ 77.5% １０４，９１１ 76.5% ８，４１０
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負債及び純資産合計 １２４，５５２ 100.0% １３７，１９０ 100.0% １２，６３７



研究開発費・設備投資･減価償却費の状況＜連結＞

０６年３月期 ０７年３月期 ０８年３月期 ０９年３月期 １０年３月期 １１年３月期

（予想）実 績 増減比

（単位：百万円）

（予想）実 績 増減比

研究開発費 １０，１０７ ８，６０９ １０，８２６ １０，５３１ １１，８０７ １２．１% １３，４００

設備投資 ４，６０５ ２，９５４ １，９５２ １，６１２ １，２９１ ▲１９．９% １，７００

減価償却費 ３，６４６ ４，５４４ ４，５３６ ３，７９９ ２，８１０ ▲２６．０% ２，６００

＜設備投資の状況（実績／予想）＞

（実績） １０年３月期実績 １１年３月期予想

工場設備 ７億円

管理・販売設備 ２億円

研究用設備 ４億円

（予想）（予想）

工場設備 ８億円

管理・販売設備 ５億円

研究用設備 ４億円
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研究用設備 ４億円



主要製品売上の状況

０６年３月期 ０７年３月期 ０８年３月期 ０９年３月期
１０年３月期 １１年３月期

（予想）実 績 前 同 比

キプレス

（単位：億円）

キプレス
（ロイコトリエン受容体拮抗剤） １３４ １５０ １９１ ２５２ ２９２ １５．９% ３１４

ムコダイン
（去痰剤） １９９ ２０４ ２１２ ２０６ ２０９ １.５% ２１４

ペンタサ

国
内
新ペンタサ

（潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤） ７３ ８０ ８８ １５７ １９４ ２３．９% ２０１

ケタス
（気管支喘息・脳血管障害治療剤） ６３ ５８ ５４ ５０ ４６ ▲７．２% ４０

ウリトス（自社販売）

新
医
薬
品

ウリトス（自社販売）
（過活動膀胱治療剤）

－ － ７ ２０ ３７ ８８．６% ５１

アプレース
（抗潰瘍剤） ２４ ２０ １８ １５ １4 ▲９．３% １１

ロカルトロール
（骨粗鬆症治療剤） ２２ １９ １８ １５ １４ ▲９．１% １２

＊

海外売上合計 ８６ ５８ ４３ ３８ ２６ ▲３０．０％ １８海
外

ガチフロキサシン
（バルク・ロイヤルティ含む）

６７ ３２ ３０ ２５ ２２ ▲１０.４% １３

海外売上比率 11.6% 7.5% 5.4% 4.1% 2.6% ― １.8%

外
新
医
薬
品
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ミルトン

（哺乳ビン・乳首消毒剤） ２１ ２１ １９ １８ １９ ２．６% ２１

ヘ
ル
ス
ケ
ア



主な業績項目の推移：連結
（単位：

百万円）
０６年３月期 ０７年３月期 ０８年３月期 ０９年３月期 １０年３月期

１１年３月期（予想）

売上高

（輸出高）

７４，０５４

（８,５７５）

７７，０９３

（５,７６２）

８１，０７０

（４,３６７）

９０，８８９

（３,８３０）

９９，７６４

（２,６９３）

１００，３００

（１,８００）

売上原価売上原価

（売上原価率）％

２６，５１５

(35.8%)

３０，６２０

(39.7%)

３１，７５７

(39.2%)

３６，７９１

(40.5%)

３７，４７７

(37.6%) ―
販売費及び一般管理費

（販管費率）％

３８，５４９

(52.1%)

３８，０５９

(49.4%)

４３，０６１

(53.1%)

４５，１４６

(49.7%)

４９，０２５

(49.1%) ―
うち研究開発費 １０ １０７ ８ ６０９ １０ ８２６ １０ ５３１ １１ ８０７ １３ ４００うち研究開発費

（研究開発費率）％

１０，１０７

(13.6%)

８，６０９

(11.2%)

１０，８２６

(13.4%)

１０，５３１

(11.6%)

１１，８０７

(11.8%)

１３，４００

(13.4%)

営業利益

（営業利益率）％

８，９８９

(12.1%)

８，４１３

(10.9%)

６，２５１

(7.7%)

８，９５２

(9.8%)

１３，２６１

(13.3%)

１２，７００

(12.7%)

経常利益 ９，４６５ ８，６５５ ６，６４３ ９，２０８ １４，２３４ １３，４００

（経常利益率）％ （12.8%) （11.2%) （8.2%) （10.1%) （14.3%) (13.4%)

当期純利益

（当期純利益率）％

５，２２８

（7.1%)

４，８４２

（6.3%)

２，１８９

（2.7%)

２，０３７

（2.2%)

８，８４８

（8.9%)

８，５００

(8.5%)

一株当たり当期利益(円) ６９．７４円 ６４．９７円 ２９．２６円 ２７．２４円 １１８．３７円 １１３．７２円

資本金 ４，３１７ ７００ ７００ ７００ ７００

総資産 １２１，０４４ １２４,０３９ １２２,３９８ １２４,５５２ １３７，１９０

株主資本 ９４，７５２ ９６,９２２ ９６,４０１ ９７,５１３ １０４，９０７

純資産 － ９８,１７８ ９７,１８４ ９６,５０１ １０４，９１１

一株当たり純資産（円） １,２７５．１５円 １,３１１.１７円 １，２９８．８９円 １，２９０．６７円 １，４０３．６０円

自己資本利益率 ％ ５．６％ ５．０％ ２．２％ ２．１％ ８．８％

自己資本比率 ％ ７８．３％ ７９．２％ ７９．４％ ７７．５％ ７６．５％

人員（人） １ ８２３人 １ ９３２人 ２ ００３人 ２ ２４７人 ２ ２４６人
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人員（人） １，８２３人 １,９３２人 ２,００３人 ２,２４７人 ２,２４６人

設備投資 ４,６０５ ２，９５４ １，９５２ １，６１２ １，２９１ １,７００

減価償却費 ３,６４６ ４，５４４ ４，５３６ ３，７９９ ２，８１０ ２，６００

＊０６年３月期業績までは杏林製薬（株）の連結数値、０７年３月期以降の業績及び１１年３月期予想は（株）キョーリンの連結数値を示す



損益計算書の概要：杏林製薬単体－①

（単位：百万円）

０９年３月期 １０年３月期
＜当期のポイント＞ 対前年

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ７７，９６２ 100.0% ８５，３０８ 100.0% 9.4% ７，３４６

新医薬品 ７５，０８３ 96.3% ８２，３３０ 96.5% 9.7% ７，２４６

＜当期 ポイン ＞ 対前年

■ 売 上 高 ８５,３０８百万円 （＋７,３４６百万円）

●国内新医薬品 ７９,７６６百万円 （＋７,８３１百万円）

０９.３実績 １０.３実績（億円）

・キプレス ２５２ → ２９２（＋４０）

国内 ７１，９３５ 92.3% ７９，７６６ 93.5% 10.9% ７，８３１

海外 ３，１４８ 4.0% ２，５６３ 3.0% ▲18.6% ▲５８４

後発医薬品 ２５１ 0.3% ３９４ 0.5% 57.１% １４３

キプレス ２５２ ２９２（＋４０）

・ムコダイン ２０６ → ２０９（＋ ３）

・ペンタサ １５７ → １９４（＋３７）

・ウリトス ２０ → ３７（＋１７）

ヘルスケア ２，６２７ 3.4% ２，５８３ 3.0% ▲1.7% ▲４３
●海外新医薬品 ２,５６３百万円 （▲５８４百万円）

・ガチフロキサシン ２５ → ２２（▲ ３）

＊ザイマー ＄101MM⇒＄98MM ロイヤルティ収入の減少

（為替変動の影響等）

●後発医薬品 ３９４百万円 （＋ １４３百万円）

●ヘルスケア ２ ５８３百万円 （▲ ４３百万円）●ヘルスケア ２,５８３百万円 （▲ ４３百万円）

・ミルトン １８ → １９（＋ １）
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損益計算書の概要：杏林製薬単体－②

（単位：百万円）

０９年３月期 １０年３月期

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

＜当期のポイント＞ 対前年

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ７７，９６２ 100.0% ８５，３０８ 100.0% 9.4% ７，３４６

売上原価 ２９，５５１ 37.9% ２８，３７４ 33.3% ▲4.0% ▲１，１７６

◆原価率

低下要因：ペンタサ自社製造等に伴い低下

（37.9%⇒33.3%）：前年比4.6ポイント減少

売上総利益 ４８，４１１ 62.1% ５６，９３４ 66.7% 17.6% ８，５２３

販売費及び一般管理費

（うち研究費）
３９，８９４

(１０，０５６)

51.2%

12.9%

４３，７９５

(１１，１２１)

51.3%

（13.0%）

9.8%
（10.6%）

３，９００

（１，０６４）

営業利益 ８ ５１７ 10 9% １３ １３９ 15 4% 54 3% ４ ６２２

◆研究開発費率：前年比0.1ポイント増加

＊101億円⇒111億円（約10億円増加）
（12.9%⇒13.0%）

◆販管費率（除R&D費）：横ばい営業利益 ８，５１７ 10.9% １３，１３９ 15.4% 54.3% ４，６２２

営業外収益

営業外費用
９９８

５２

1.3%

0.1%

１，４９７

５６

1.8%

0.1%

50.0%

8.１%

４９９

４

経常利益 ９，４６３ 12.1% １４，５８０ 17.1% 54.1% ５，１１７
■営業利益 131億円

（38.3%⇒38.3%）

◆販管費率（除R&D費）：横ばい

日清キョーリン製薬の統合等
＊298億円⇒327億円（約29億円増加）

経常利益 ， ， ，

特別利益

特別損失
１７６

２，８２３

0.2%

3.6%

３７

１１２

0.0%

0.1%

▲78.5%

▲96.0%

▲１３８

▲２，７１１

税引前当期純利益 ６，８１６ 8.7% １４，５０６ 17.0% 112.8% ７，６９０

■営業利益

■当期純利益

◆営業利益率は15.4%と4.5ポイント上昇

131億円

95億円

法人税・住民税

及び事業税
２，６１７ 3.3% ５，４５２ 6.4% 108.4% ２，８３５

法人税等調整額 １５７ 0.2% ▲４１９ ▲0.5% － ▲５７６

当期純利益 ４ ０４１ 5 2% ９ ４７２ 11 1% 134 4% ５ ４３０
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当期純利益 ４，０４１ 5.2% ９，４７２ 11.1% 134.4% ５，４３０



貸借対照表の概要：杏林製薬単体

＜当期のポイント＞

（単位：百万円）

０９年３月期 １０年３月期

実 績 構成比 実 績 構成比 前期末増減
■流動資産： １３ ５９９百万円増

流動資産 ６４，８２２ 59.7% ７８，４２２ 65.4% １３，５９９

現金および預金
売掛金
有価証券
棚卸資産

８，６１５
３２，０１８

３，４３７
１５ ６８４

１５，３１３
３３，０８８

５，２９０
１９ １４７

■流動資産： １３，５９９百万円増

・現金及び預金の増加 （６,６９８百万円増）

・売掛金の増加 （１,０７０百万円増）

・棚卸資産の増加 （３,４６３百万円増）

棚卸資産
その他流動資産

１５，６８４
５，０６６

１９，１４７
５，５８１

固定資産 ４３，６９９ 40.3% ４１，４００ 34.6% ▲２，２９９

有形固定資産
無形固定資産

１３，７８９
４８６

１２，８４７
３２８

■固定資産： ２，２９９百万円減

・有形固定資産の減少 （ ９４２百万円減）

・無形固定資産の減少 （ １５８百万円減）

・投資その他の減少 （１,１９８百万円減）無形固定資産
投資その他

４８６
２９，４２３

３２８
２８，２２５

資産合計 １０８，５２２ 100.0% １１９，８２２ 100.0% １１，３００

流動負債 １４ ５９３ 13 5% １９ ００３ 15 9% ４ ４１０ ■ 流動負債： ４ ４１０百万円増流動負債 １４，５９３ 13.5% １９，００３ 15.9% ４，４１０

支払手形及び買掛金
その他流動負債

５，４２３
９，１７０

６，８４９
１２，１５４

固定負債 ５，４５７ 5.0% ５，３１２ 4.4% ▲１４４

負債合計

■ 流動負債： ４,４１０百万円増

・支払手形及び買掛金の増加

（１,４２６百万円増）

・その他流動負債の増加 （２,９８４百万円増）

負債合計 ２０，０５１ 18.5% ２４，３１６ 20.3% ４，２６５

株主資本 ８９，３２８ 82.3% ９５，３８４ 79.6% ６，０５６

評価・換算差額等 ▲８５７ ▲0.8% １２０ 0.1% ９７８

純資産合計 ８８，４７０ 81.5% ９５，５０５ 79.7% ７，０３４

■ 固定負債： １４４百万円減少
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負債及び純資産合計 １０８，５２２ 100.0% １１９，８２２ 100.0% １１，３００



主な業績項目の推移：杏林製薬単体
（単位：百万円）

０６年３月期 ０７年３月期 ０８年３月期 ０９年３月期 １０年３月期 １１年３月期

（予想）

売上高

（輸出高）

６７，３５７

（８ ３３１）

６６，０５２

（５ ５２１）

７０，４８０

（４ １５５）

７７，９６２

（３ １４８）

８５，３０８

（２ ５６３）

８７，３００

（１ ６００）（輸出高） （８,３３１） （５,５２１） （４,１５５） （３,１４８） （２，５６３） （１,６００）

売上原価

（売上原価率）％

２１，８２１

(32.4%)

２３，８１５

(36.1%)

２５，２１７

(35.8%)

２９，５５１

(37.9%)

２８，３７４

(33.3%) ―
販売費及び一般管理費

（販管費率）％

３６，７６２

(54 6%)

３４，６２３

(52 4%)

３８，３１９

(54 4%)

３９，８９４

(51 2%)

４３，７９５

(51 3%) ―（販管費率）％ (54.6%) (52.4%) (54.4%) (51.2%) (51.3%)

うち研究開発費

（研究開発費率）％

１０，０１３

(14.9%)

８，２１６

(12.4%)

９，９５９

(14.1%)

１０，０５６

(12.9%)

１１，１２１

(13.0%)

１２，６００

(14.4%)

営業利益

（営業利益率）％

８，７７３

(13.0%)

７，６１３

(11.5%)

６，９４２

(9.8%)

８，５１７

(10.9%)

１３，１３９

(15.4%)

１２，３００

(14.1%)

経常利益

（経常利益率）％

８，３７７

（12.4%)

７，６１５

（11.5%)

７，３２８

（10.4%)

９，４６３

（12.1%)

１４，５８０

（17.1%)

１３，３００

(15.2%)

当期純利益

（当期純利益率）％

４，７７１

（7.0%)

４，６９７

（7.1%)

３，７７６

（5.4%)

４，０４１

（5.2%)

９，４７２

（11.1%)

８，４００

(9.6%)

一株当たり当期利益（円） ６３．６４円 ６３．２５円 ５０．８５円 ５４．４２円 １２７．５４円

資本金 ４，３１７ ４，３１７ ４，３１７ ４，３１７ ４，３１７

総資産 １１１,９７８ １０６,０４２ １０４,９１０ １０８,５２２ １１９，８２２

株主資本 ９２,５２５ ８５,７０６ ８６,１４０ ８９,３２８ ９５，３８４

純資産 － ８６,７９７ ８６,７９２ ８８,４７０ ９５，５０５

一株当たり純資産（円） １，２４５．２２円 １，１６８．７１円 １，１６８．６３円 １，１９１．２４円 １，２８５．９５円

自己資本利益率 ％ ５．３％ ５．２％ ４．４％ ４．６％ １０．３％

自己資本比率 ％ ８２ ６％ ８１ ９％ ８２ ７％ ８１ ５％ ７９ ７％
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自己資本比率 ％ ８２．６％ ８１．９％ ８２．７％ ８１．５％ ７９．７％

人員（人） １,５０２人 １,４８８人 １,５１７人 １,７１６人 １,７２４人

設備投資 ４，４５５ １，３２２ １，３５０ ９６９ １，０５１ １，２００

減価償却費 ３，３０７ ３，９９７ ３，８４４ ３，０４２ ２，１９８ ２，０００


